
日本経済論Ｂ  マネジメント学部 山澤成康 

 

９．生活環境と物価の動き 

 
 
 
第９章 国民生活と物価問題 

１．国民生活の現状と課題 

  ○所得と貯蓄・資産 

   消費生活の変化 

  ○日本は平等社会か 

   低下が続く地価 

   人口高齢化と社会保障 

   求められる生活の質の向上 

 

２．物価問題 

  ○物価問題とはなにか 

   物価問題の変遷 

   デフレ懸念と望ましいインフレ率 

   物価政策の体系 

   公共料金をめぐる新しい動き 

    

 
 

所得 

2001年度の国民所得 
人口 1人当たり （  ）円 
 
70年度に比べて 6.1倍（実質でも 2.3倍） 
1人当たり所得 世界第 7位 
 
日本は平等社会か 

 
不平等度を表す係数 
（   ）係数＝１に近づくほど不平等度が大きい 
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80年代前半までは横ばいだったが、80年代後半以降上昇 
 
年齢別にみると  
・格差の大きい 60，70歳の増加 
・（   ）歳未満で高まり 
 

物価問題 

 
物価変動 

（     ） 
多くの財・サービスの価格が同時にかつ持続的に下落する場合 

  原因 
 供給要因（   ） 
 需要要因（   ） 
 金融要因（   ） 
 
（   ） 
多くの財・サービスの価格が同時にかつ持続的に上昇する場合 
  
内外価格差 

 内外価格差は、同一商品を国内、海外で購入した場合の価格の比率である。 

 

購買力平価＝日本での価格（円）／海外での価格（ドル） 

 

内外価格差＝購買力平価（円／ドル）／為替レート（円／ドル） 

  

 物価水準の差を調整した通貨の交換比率を表すものが「購買力平価」である。「平価」と

は、parity の訳で、平衡価格のこと。購買力（買う力）が等しくなる時の通貨の比率を表

す。 
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デフレスパイラル 

 

 デフレによる物価下落が景気後退をさらに深刻化させる現象 

 

インフレターゲティング 

 デフレスパイラルを避けるために、一定のインフレ率を物価目標を明示的に設定する 

 

ビッグマックの値段（ポテト、ドリンクなし） 

 

  日本               アメリカ          

               
 

   \325                $2.50           

為替レート 

1 ドル＝110 円  

問題  サンフランシスコでビッグマックを食べようと思います。日本円に直すといくら

必要ですか？ 

 

問題  対ドル円レートのビッグマックで測った購買力平価はいくらですか。 

 

問題 購買力平価に比べて実際の為替レート（1ドル＝110 円）は円高ですか、円安ですか？

この時、日本とアメリカどちらでビッグマックを食べると割安ですか？ 

 

問題 内外価格差を計算しましょう。 
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